矯正学的な歯の移動を伴う実験的歯周炎に対する鶏血藤の効果 by 片山 平
 




                                      
矯正学的な歯の移動を伴う実験的歯周炎に対する鶏血藤の効果        




















口腔機能修復学講座歯科矯正学  片山 平 
 
（指 導： 槻木 恵一 教授 ） 
 










9 週齢の Wistar 系雄性ラット 20 匹を実験動物として、矯正装置を装着しない
Control 群、25gの矯正力を適用し上顎臼歯の近心移動を行った OTM 群、矯正力
を適用し P. gingivalis を感染させた OTM + Pg群、矯正力適用し P. gingivalis 感





結果として、P. gingivalis 感染群である OTM + Pg群では OTM 群に比べて、対
象歯の近心移動量および CEJ-歯槽骨頂間距離、破骨細胞数の有意な増加を示し
た。鶏血藤を投与した OTM + Pg + Jix 群では、P. gingivalis 感染によるこれらの
変化が抑制された。 
本研究より、鶏血藤は矯正学的な歯の移動を妨げず、矯正治療中に歯周組織に
併発する細菌性炎症のコントロールに有用であることが示唆された。 
